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北九州市の特徴

政令指定都市

５市合併で発足（昭和３８年）

・工業都市から環境・観光都市へ

・身体障害者福祉モデル都市宣言

（昭和４８年）
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平成10(1998)年４月

に市内の障害者団体及

びボランティア団体によっ

て組織されました。

加盟団体は平成28年４

月現在、41団体で、各団

体間の理解と連携を深め

ながら、障害のある人たち

が地域の中で安心して生

活できる「共生社会」の実

現に向け活動しています。

通称
障団連

障害者運動の歴史と背景

一例
≪北九州市福祉のまちづくりネットワーク≫

行政との関係は、信頼と緊張のバランスが大切！
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北九州市福祉のまちづくりネットワーク（通称；まちネット）は障害当事者団体
や専門家を含む団体や個人で構成され、誰もが住みよいまちづくりのため、現
地調査や学習・検討、関係行政や企業との意見交換などを行っている。

また、いろいろな障害の人が意見を出し合うことで、障害による意見の違い
を確認し、お互いを理解し合いながら活動している。

対立の構図よりも、協働のスタンス



障害者差別解消等の取り組み経過

北九州市障害福祉団体連絡協議会として

平成24年度～ 出前講座（ワークショップを含む）

平成25年度～ 会員団体からの差別事例の取り集め

読本の作成「心つながる人と街」

～障害のある人たちの人権を考えよう～

平成26年度～ 障害者週間街頭

キャンペーンへの組込み
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北九州市障害者差別解消法連絡会議

「北九州市障害者差別解消法連絡会議」

•相談等体制会議

•事例検討会議

•普及啓発会議

•情報保障会議

•バリアフリー会議

（設置期間；平成２７年３月から平成２８年３月）
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相談窓口の
あり方

りーフレット
の内容検討



見えてきた課題

• 差別解消の意味の共通理解
『思いやり』といったマインドの話ではなく、障害者
の権利を考える

• 各部会のテーマありきで始めた難しさ
情報保障などは論点が広すぎた

• 障害の理解、相互理解の壁
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分野や場面を順次絞り、時間をかけて

啓発ツールの作成協力・研修実施
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連絡協議会なら
ではの各障害や立
場からの意見を反
映、読み合わせを
重ねながら作成。

・市民研修の共同
実施

・市職員への対応
要領の周知研修
の実施

北九州市職員対応要領・
職員向けガイドライン



北九州市障害者差別解消支援地域協議会
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北九州市障害者差別解消支援地域協議会
[設置要綱一部抜粋]

（目的）

第１条 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律、第１７条の規定に基

づき、本市における障害を理由とする差別に関する相談等について情報を共有

し、障害を理由とする差別を解消するための取組を効果的かつ円滑に行うネット
ワークとして、北九州市障害者差別解消支援地域協議会を設置する。

（協議事項）

第２条 協議会は、前条第１項の目的を達するため、必要な情報を交換するととも
に、障害を理由とする差別を解消するための取組に関する協議を行う。

（構成）

第３条 協議会は３０人以内で構成する。

２ 委員は、学識経験のある者、障害者及び障害者の福祉に関する事業に従事する者、民
間事業者、その他必要と認められる者のうちから、保健福祉局長が依頼する。

３ 委員の選任期間は３年以内とする。但し、補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。

（事務局）

第８条 協議会の運営にかかる庶務は、北九州市障害福祉団体連絡協議会及び
保健福祉局障害福祉部障害福祉企画課が行う。
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地域協議会運営体制等

事業事務局・・・常任委員から５名を選任

地域協議会・・・構成員２３名

事務局の主な業務

会議日程調整、議事の方向性の検討、講師活動
のコーディネート、他

協働で事務局を進める難しさ

・役割分担の在り方

・呼吸の合わせ方（忙しい時期が違う）

11

協働運営の課題

• 事例が出にくい

差別はある意味日常化しているため、改めて相

談などに上がってくることが少ない。←  潜在化

した事例を掘り起こせるか。

• 方向性が見えにくい

分かりやすい事例を基に、各々の立場から意見
を出し合い、解決の道筋をシュミレーションし、
意識を醸成図っていく。
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今後に向けて
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障害者差別解消地域協議会で
コンセンサスを得ていきたいこと
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公共性 公益性
個人の
尊厳

求められる
価値観の変化

一人の声、存在を
重んじる


